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１ 概況 

園芸研究所果樹研究センター（魚津市）では、「あかつき」の開花始め（２～３割開花した日）

は３月 30日（前年値４月９日、平年値４月 10日）と早くなっています。 

今後は、実どまりが確認でき次第摘果作業を進め、スムーズな果実肥大を促しましょう。 

 

２ 病害虫防除 

せん孔細菌病の重要防除時期ですので、散布間隔を厳守し、丁寧に散布しましょう。 

 

（結実樹）               （散布量：５回目：350ℓ／10ａ、６回目以降：400ℓ／10ａ） 

回 時 期  対象病害虫 使用農薬 希釈倍率 
100ℓ当たり 
必要 
薬剤量 

５ 
４月下旬～
５月上旬 

黒星病 
せん孔細菌病 
（展着剤） 

デランフロアブル 
バリダシン液剤5 
マイリノー 

600倍 
500倍 

20,000倍 

166 
200 

5 

mℓ 
mℓ 
mℓ 

６ ５月上中旬 

せん孔細菌病 
アブラムシ類、モモハモグリガ、 
シンクイムシ類、カメムシ類 
（展着剤） 

アグリマイシン-100 
スタークル顆粒水溶剤 
 
マイリノー 

1,500倍
2,000倍 

 
20,000倍 

66 
50 

 
5 

mℓ 
g 
 
mℓ 

７ ５月中下旬 

せん孔細菌病、黒星病 
アブラムシ類、モモハモグリガ、 
シンクイムシ類、ハマキムシ類 
（展着剤） 

デランフロアブル 
サイアノックス水和剤 
 
マイリノー 

600倍 
1,000倍 

 
20,000倍 

166 
100 

 
5 

mℓ 
g 
 
mℓ 

 

（未結実樹）                           （散布量：5ℓ以上／樹） 

回 時 期  対象病害虫 使用農薬 希釈倍率 
100ℓあたり 
必要 
薬剤量 

４ 
４月下旬～
５月上旬 

黒星病、せん孔細菌病 
（展着剤） 

デランフロアブル 
マイリノー 

600倍 
20,000倍 

166 
5 

mℓ 
mℓ 

５ ５月上中旬 

せん孔細菌病 
アブラムシ類、モモハモグリガ、 
シンクイムシ類、カメムシ類 
（展着剤） 

アグリマイシン-100 
スタークル顆粒水溶剤 
 
マイリノー 

1,500倍
2,000倍 

 
20,000倍 

66 
50 

 
5 

mℓ 
g 
 
mℓ 

 

３ 摘果作業 

ももは、遅い時期に強い摘果をすると核割    

れ果（渋み果）の発生を助長するので、予備摘果、仕

上げ摘果、袋掛け時の補正摘果を順次行い、スムーズ

な果実肥大に努めましょう（右図）。 

（１）予備摘果 

最終着果量の２倍程度の果実を残しましょう。満開

20 日後頃から行い、満開 30 日後までに終わらせまし

ょう。小さい果実や病害虫被害果、着果位置の悪い果

実（上向き、結果枝の先端、枝に挟まる果実、主枝・

亜主枝の先端部分）を中心に落とします。 

 

農薬散布の際は、濃度や対象病害虫など、農薬容器のラベルを必ず確認してください。 
また、周辺の他の作物や民家に薬剤が飛散しないよう十分注意しましょう。 



（２）仕上げ摘果 

満開 40日後から、硬核期の始まる満開 50日後までに実施しましょう。奇形果や双胚果（写

真１）、病害虫の被害果を中心に落とし、仕上げ摘果（図１）（※）します。ただし、生理落果

が多い品種はやや多めに着果させます。 

 

※ 果実１個に必要な葉の枚数 ： 仕上げ摘果時：15～20枚、収穫時：60枚 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）最終着果量の目安 

結果枝の長さ別着果量は下表を参考にしてください。  

葉芽が少なくて葉枚数が確保できない場合は、少なめにします。 

結果枝の種類（長さ） 
着果数 

（予備摘果後） 

着果数 

（仕上げ摘果後） 

長果枝・発育枝（50～80cm） １本に６～７果 １本に４～５果 

長果枝（30～50cm） １本に４～５果 １本に２～３果 

中果枝（10～30cm） １本に２～３果 １～２本に１果 

短果枝（10cm以下） １本に１果 ３～４本に１果 

花束状短果枝（２～３cm） ４～５本に１果 ８～10本に１果 

 

（４）補正摘果 

袋かけ時に見残しの果実を摘果します。また、かけた袋の枚数を確認しながら余分な果実を

摘果しましょう。 

 

４ 徒長枝の管理 

主枝や亜主枝、側枝等を育成するため、強い新梢は切除、捻枝を行います。硬核期間中に切除

すると生理落果を助長しますので、５月末頃までに実施し、捻枝は新梢に柔軟性がある５月下旬

～６月下旬に行いましょう。 

主枝の背面から発生した徒長枝は、基部から３～４節残して摘心（先端の切除）することで日

焼け防止効果が期待できます。 

 

写真１ 双胚果 

図１ 仕上げ摘果時の着果位置 


